
いちかわし農業委員会だより（１）

お
花
畑
の
開
設

　

市
川
市
農
業
士
等
協
会
で
は
市

民
に
都
市
農
業
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
今
年
度
も
お
花

畑
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

6
月
10
日
、
柏
井
小
学
校
の
子
供

た
ち
と
一
緒
に
、
花
の
種
ま
き
を

行
い
ま
し
た
。
百
日
草
、
黄
花
コ

ス
モ
ス
、マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
、

も
う
す
ぐ
見
頃
と
な
り
ま
す
の

で
、
是
非
、
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

竹
内
　

一
雄

渡
邊
　

和
昭

堀
　
　

桂
治

石
井
　

克
己

稲
葉
　

健
二

朝
倉
　

徹
男

長
谷
川
宗
三

森
　
　

勝
之

石
井
　

利
和

岡
本
　

好
夫

井
上
　

義
勝

三

二
三
男

島
根
　

一
郎

三　

孝
夫

宇
田
川
純
一

小
林
　

妙
子

三　
　

弘

富
田
　

尚
武

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます

市 川 市 農 業 委 員 会

場所：柏井ほ場（柏井 2丁目、柏井保育園北側）
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【
退
任
委
員
】

　
　

農
協
推
薦

　
　
　
　

久
保
田
征
一
　

委
員

　
　

議
会
推
薦

　
　
　
　

戸
村
節
子
　
　

委
員

　
　
　
　

加
藤
武
央
　
　

委
員

　
　
　
　

松
永
修
巳
　
　

委
員

　

農
業
委
員
会
活
動
計
画
策
定

　

農
業
委
員
会
で
は
、
国
の
策
定
し
ま

し
た
農
地
改
革
プ
ラ
ン
の
一
環
と
し
て

「
平
成
21
年
度
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
に

向
け
た
活
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
農
家
の
皆

様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
23

年
度
ま
で
の
農
業
委
員
会
活
動
に
つ
い

　

新
農
業
委
員
紹
介

　

推
薦
委
員
が
代
り
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。
任
期
は
、
平
成
23
年
７
月

19
日
ま
で
で
す
。

【
新
任
委
員
】

て
数
値
目
標
を
示
し
、
そ
の
達
成
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
す
。
ま

た
、
達
成
状
況
に
つ
い
て
、
農
業
委
員

会
自
ら
が
点
検
・
評
価
を
行
う
と
と
も

に
そ
の
評
価
に
つ
い
て
、
農
家
の
皆
様

か
ら
再
度
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
国
に

報
告
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
状
に
対
す
る
23
年
度
ま
で
の
主
な

目
標
等
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。

〇
認
定
農
業
者
　

50
経
営
→
60
経
営

〇
農
地
の
利
用
集
積

　
　
　
　
　

２
・
７
ha
→
５
・
０
ha

〇
耕
作
放
棄
地
の
解
消

　
　
　
　

39
・
４
ha
→
38
・
１
ha

　

月
２
回
以
上
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
解
消
に
努
め
る
。

〇
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

　

月
２
回
以
上
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
指
導
に
務
め
る
と
と
も
に

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
る
周
知
。

〇
農
地
情
報
の
整
備
と
共
有
化

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

認
定
農
業
者
制
度

　

農
業
委
員
会
活
動
計
画
の
ト
ッ
プ
に

も
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
認
定
農

業
者
と
は
、「
農
業
経
営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
育
成
・
支
援
し
て
い
く
た
め

の
仕
組
み
を
法
律
で
き
ち
ん
と
定
め
た

も
の
が
認
定
農
業
者
制
度
で
す
。

　

認
定
農
業
者
に
な
る
と
、
関
係
機
関

か
ら
、
資
金
融
資
や
農
地
を
借
り
る
に

あ
た
っ
て
の
優
先
的
あ
っ
せ
ん
な
ど

様
々
な
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
経
営
の
規
模
拡
大
や
合
理
化

等
を
お
考
え
の
方
は
、
認
定
農
業
者
に

な
る
こ
と
が
一
番
の
近
道
で
す
。

認
定
農
業
者
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
市
川
市
役
所
農
政
課
ま
で
。

　

永
年
功
労
者
表
彰

　

６
月
４
日
、
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル

に
お
き
ま
し
て
千
葉
県
都
市
農
業
委
員

会
連
絡
協
議
会
か
ら
農
業
委
員
及
び
事

務
局
職
員
の
永
年
功
労
者
に
対
し
て
表

彰
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
川
市
で
は
、
つ
ぎ
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
会
長
　
　
　

竹
内
一
雄

　

農
業
委
員
会
職
務
代
理
　

渡
邊
和
昭

　

市
川
市
職
員
　
　
　
　
　

内
藤
悦
弘

井上義勝
議会推薦

稲葉健二
議会推薦

富田尚武
共済推薦

森　勝之
農協推薦

小林妙子
議会推薦
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補
助
金
を
活
用
し
よ
う
④

　

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
推
進
す

る
市
の
補
助
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

〇
減
農
薬
栽
培
推
進
事
業
補
助
金

　

梨
農
家
が
害
虫
の
発
生
を
駆
除
す

る
た
め
の
非
散
布
性
製
剤
や
捕
獲
用

粘
着
板
を
設
置
す
る
た
め
の
経
費
、

露
地
野
菜
に
防
虫
ネ
ッ
ト
を
設
置
す

る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
率
　

補
助
対
象
経
費
の
３
分

　

の
１
以
内

〇
園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
事

　

業
補
助
金

　

農
家
が
廃
棄
す
る
園
芸
用
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
適
正
処
理
に
係
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
経
費
及
び
補
助
金
額

　

処
理
料
と
し
て
、

　

市
　

１
ｋ
ｇ
あ
た
り
９
・
５
円

　

県
　

１
ｋ
ｇ
あ
た
り
９
・
５
円

問
い
合
わ
せ
先

　

市
川
市
役
所
農
政
課

　

電
話
（
３
２
０
）
３
３
１
１

　平成 20 年度農業委員会活動実績

会議開催状況

総会（定例委員会） 総会１３回 農地・農政付託調査等 ２４回

農地の権利移動（農地法第３条）

所有権移転

許可権者 件　数 田 畑 計 総計

県 知 事 1件 0a 42a 42a
136a

農業委員会 6 件 0a 94a 94a

耕作権設定

許可権者 件　数 田 畑 計 総計

県 知 事 0件 0a 0a 0a
0a

農業委員会 0 件 0a 0a 0a

農地の転用

権利移動を伴わない転用（農地法第４条）

地　区 許可権者 件　数 田 畑 計 総計

調 整 区 域 知 事 許 可 14 件 95a 26a 121a
768a

市街化区域 市 届 出 160 件 163a 484a 647a

権利移動を伴う転用（農地法第５条）

地　区 許可権者 件　数 田 畑 計 総計

調 整 区 域 知 事 許 可 39 件 270a 65a 335a
959a

市街化区域 市 届 出 212 件 122a 502a 624a

貸借権の解約（農地法第 20 条）

地　区 許可権者 件　数 田 畑 計 総計

解約の申入れ 知 事 許 可 0 件 0a 0a 0a
117a

合 意 解 約 市 通 知 9 件 26a 91a 117a

相続税の納税猶予

対象者数 ( 平 21.1.1 現在 ) 225 人 平成 20 年度中の申請件数 ７件

農業委員会委員選挙人名簿（平 21.1.1 調製）  　 農地所有状況（平 20.8.1 現在）

有権者世帯 有権者数 男 女 申告世帯 田 畑 計

724 戸 1,755 人 925 人 830 人 891 戸 54.6ha 570.6ha 625.2ha
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ｿ

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

市
川
産
の
野
菜
た
ち

　

市
川
大
好
き
の
会
の
主
催
に
よ
り

「
野
菜
畑
や
市
場
の
見
学
会
」
が
6
月

13
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
会
で
は
、

市
川
産
の
野
菜
に
焦
点
を
あ
て
、
バ
ス

で
露
地
畑
や
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
、
梨
畑
、

地
方
卸
売
市
場
な
ど
を
訪
ね
、
市
川
農

業
の
現
状
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
最
後
に
Ｊ
Ａ
行
徳
支
店
の
夕
市
で

市
川
産
の
野
菜
即
売
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

農
業
新
聞
の
ご
購
読
を

 

「
全
国
農
業
新
聞
」
は
、
全
国
農
業
会

議
所
が
刊
行
し
て
い
る
農
家
の
た
め
の

情
報
誌
で
す
。
皆
様
も
ご
購
読
さ
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

毎
週
一
回
金
曜
日
発
行
、
購
読
料
月

額
６
０
０
円
（
送
料
込
み
）
購
読
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
他
の

制
度
に
は
無
い
農
業
者
に
と
っ
て
安
心

で
き
る
制
度
で
す
。
一
定
の
要
件
が
あ

れ
ば
国
か
ら
保
険
料
助
成
も
受
け
ら
れ

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
若
し
く
は
Ｊ
Ａ
市
川
市
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

雑
草
の
除
去
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

農
業
委
員
会
は
、
昨
年
８
月
・
９
月

で
耕
作
放
棄
地
の
1
筆
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
結
果
は
、
市
内
経
営
耕
地
面

積
４
９
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
８
％
に
あ
た

る
39
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
耕
作
放
棄
地

で
し
た
。
今
後
、
農
業
委
員
会
で
は
、

市
と
連
携
し
耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
、
耕
作
放
棄
地
を
お
持
ち

の
方
に
は
、
草
刈
り
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
雑
草
は
、
近
隣
の
農

地
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
不

法
投
棄
や
残
土
の
投
げ
込
み
、
枯
草
か

ら
の
火
災
、
病
害
虫
の

発
生
な
ど
百
害
あ
っ
て

一
利
な
し
で
す
。

農
業
委
員
会
定
例
総
会

　
　
　
　

議
事
録
の
公
開

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
月
１
回
定
例

総
会
を
開
催
し
、
農
地
法
に
基
づ
く
農

地
転
用
許
可
や
相
続
税
納
税
猶
予
等
に

関
し
て
審
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
度
か
ら
農
業
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
議
事
録
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
事
務
局
の
人
事
異
動
○

　

４
月
１
日
付
け
で
農
業
委
員
会
事
務

局
の
定
期
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

転
入
　

事
務
局
長
　

板
橋
昇
二
郎

　
　
　
　
　

（
市
民
病
院
事
務
局
長
）

　

退
職
　

事
務
局
長
　

會
田
　

吉
男

編

集

後

記

編

集

後

記

　

今
回
の
農
業
委
員
会
だ
よ
り
は
第
40

号
と
区
切
り
の
良
い
発
刊
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
第
１
号
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
か
と
調
べ
て
み
ま
す
と

平
成
２
年
６
月
20
日
に
創
刊
号
と
し
て

発
刊
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

内
容
を
見
ま
す
と
、
農
業
委
員
会
会

長
、
宇
田
川
宇
右
衛
門
さ
ん
の
ご
あ
い

さ
つ
、
市
川
市
長
高
橋
國
雄
さ
ん
の
お

祝
い
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
非
常
に
懐
か

し
く
思
え
ま
し
た
。
ま
た
、
市
川
市
農

業
青
少
年
ク
ラ
ブ
（
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
）
の

紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

ク
ラ
ブ
の
活
動
に
対
し
て
、
農
林
水
産

大
臣
賞
を
初
め
と
し
て
数
々
の
賞
を
受

賞
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。当
時
、

若
か
っ
た
会
員
た
ち
も
今
で
は
、
市
川

市
の
農
業
を
引
っ
張
る
存
在
と
な
っ
て

お
り
、
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
す
る
次

第
で
す
。

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　

岡
本
　

好
夫

　
　
　
　
　
　
　

三　
　

弘

　
　
　
　
　
　
　

竹
内
　

一
雄

　
　
　
　
　
　
　

渡
邊
　

和
昭

柏井町　染谷みよしさんのトマトハウス


